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●
年
末
調
整
の
準
備

　

経
理
担
当
者
は
年
末
に
向
け
て
、
冬
季
賞

与
の
査
定
・
計
算
・
支
給
事
務
、
年
末
調
整

な
ど
多
忙
を
極
め
ま
す
。

　

特
に
年
末
調
整
に
つ
い
て
は
、
11
月
か
ら

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
種
控

除
申
告
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
早
め
に
入
手

し
、
従
業
員
に
配
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
と
き
、
年
末
調
整
に
関
す
る
注
意
事

項
や
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
控
除

証
明
書
な
ど
が
一
覧
で
き
る
資
料
を
作
成

し
、
一
緒
に
配
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

特
に
こ
と
し
は
、
定
額
減
税
に
伴
う
年
調

減
税
事
務
が
あ
り
ま
す
。

　

扶
養
家
族
の
人
数
が
変
わ
っ
た
従
業
員
が

い
な
い
か
な
ど
、
早
め
に
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

年
末
調
整
の
手
順
等
を
解
説
し
た
動
画
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種
申
告
書
な
ど
に
関
す

る
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
年

末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
（
令
和
６
年

分
）」
か
ら
入
手
・
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
に
関
す
る
事
務
手
続
き
や
留
意

点
に
つ
い
て
は
、
10
月
20
日
発
行
の
増
刊
特

大
号
『
令
和
６
年
版　

年
末
調
整
の
進
め
方

と
令
和
７
年
の
税
務
・
保
険
事
務
の
手
引

き
』
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
末
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
の
資
金
計
画

の
見
直
し
と
資
金
手
当
て

　

冬
季
賞
与
の
支
給
、
歳
末
商
戦
な
ど
何
か

と
資
金
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
年
度

末
に
か
け
て
の
資
金
計
画
を
見
直
し
、
借
入

れ
が
必
要
な
場
合
に
は
、
金
融
機
関
に
提
出

す
る
書
類
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
「
資
金
繰
り
表
」「
返
済
計
画
表
」「
業
績

説
明
書
類
」
は
、
借
入
申
込
み
に
際
し
て
欠

か
せ
な
い
資
料
で
す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
、
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
決
算
法
人
の
中
間
申
告
・
納
税

　

３
月
決
算
法
人
は
、
11
月
が
中
間
申
告
・

納
税
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

中
間
申
告
に
は
、
前
事
業
年
度
の
納
税
額

の
２
分
の
１
を
納
付
す
る
予
定
申
告
と
、
仮

決
算
に
よ
る
実
績
申
告
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
事
務
負
担
も
含
め
て
都
合
の
よ
い
方
法

を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
仮
決
算
し
た
法
人
税
額
が
前
期

基
準
額
（
前
事
業
年
度
の
確
定
法
人
税
額
の

２
分
の
１
）
を
超
え
る
場
合
は
、
選
択
で
き

る
の
は
、
予
定
申
告
に
よ
る
方
法
の
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
影
響
な
ど
か
ら
、
法
人
税
や
消
費

税
に
つ
い
て
の
中
間
申
告
書
を
提
出
期
限
ま

で
に
提
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
提

出
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
歳
末
セ
ー
ル
の
税
務
対
策

　

歳
末
セ
ー
ル
の
実
施
に
際
し
て
は
、
値
引

販
売
や
販
促
費
の
支
出
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
人

件
費
な
ど
、
例
月
に
な
い
売
上
形
態
や
費
用

が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
営
業
の
現
場
で
突
発

的
に
発
生
す
る
も
の
も
多
い
の
で
、
費
用
支

出
・
売
上
計
上
の
適
法
な
処
理
に
つ
い
て
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
得
意
先
管
理
と
売
掛
金
の
回
収

　

冬
物
商
戦
用
の
仕
入
れ
、
３
月
決
算
法
人

の
中
間
納
税
な
ど
の
必
要
資
金
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、
得
意
先
管
理
を
徹
底
し
、
売
掛

金
の
完
全
回
収
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

滞
留
売
掛
金
の
状
況
や
、
支
払
い
の
悪
い

得
意
先
を
資
料
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、
積

極
的
に
営
業
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
経
理
か
ら
残
高
確
認
書
を
送
っ
て

残
高
確
認
を
行
な
う
こ
と
も
、
モ
レ
の
な
い

回
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
被
災
社
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

最
近
で
は
異
常
気
象
の
た
め
か
、
日
本
各

地
で
大
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も

珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

社
員
が
災
害
で
損
害
を
受
け
た
と
き
に

は
、
所
得
税
の
雑
損
控
除
か
、
災
害
減
免
法

に
よ
る
所
得
税
の
軽
減
、
ま
た
は
免
除
の
い

ず
れ
か
を
選
択
適
用
で
き
ま
す
。

【
雑
損
控
除
】

　

災
害
（
震
災
、
風
水
害
、
冷
害
、
雪
害
、
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落
雷
、
火
災
な
ど
）
に
よ
り
発
生
し
た
損
失

に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
多
い
額
を
所
得

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

①　
〔
損
害
金
額
＋
災
害
関
連
支
出
の
金
額

（
※
）

－

保
険
金
等
の
額
〕

－

総
所
得

金
額
等
×
10
％

②　
（
災
害
関
連
支
出
の
金
額

－

保
険
金
等

の
額
）

－

５
万
円

※　

災
害
関
連
支
出
の
金
額
＝
災
害
に
よ
り

滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
な
ど
を
取
壊
し

ま
た
は
除
去
す
る
た
め
に
支
出
し
た
金

額
な
ど

　

な
お
、
損
失
額
が
大
き
く
、
そ
の
年
の
所

得
金
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
と
き
は
、
翌

年
以
後
３
年
間
（
特
定
非
常
災
害
に
指
定
さ

れ
た
災
害
に
よ
り
発
生
し
た
損
失
の
場
合
に

は
５
年
間
）
に
限
り
、
繰
り
越
し
て
各
年
の

所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

【
災
害
減
免
法
】

　

災
害
に
よ
っ
て
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損

害
金
額
が
そ
の
時
価
の
２
分
の
１
以
上
で
、

か
つ
、
災
害
に
遭
っ
た
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
所
得

税
額
が
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
合
計
所
得
金
額
５
０
０
万
円
以
下

　

→
所
得
税
額
の
全
額
を
免
除

・
同
５
０
０
万
円
超
７
５
０
万
円
以
下

　

→
所
得
税
額
の
２
分
の
１
を
軽
減

・
同
７
５
０
万
円
超
１
０
０
０
万
円
以
下

　

→
所
得
税
額
の
４
分
の
１
を
軽
減

　

ま
た
、
被
災
の
状
況
に
よ
っ
て
は
支
援
金

が
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　

利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
情
報
を
収
集

し
、
本
人
に
も
確
認
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

●
冬
季
賞
与
の
支
給
準
備

　

11
月
も
半
ば
に
な
る
と
、
冬
季
賞
与
に
関

す
る
情
報
が
各
種
媒
体
で
発
表
さ
れ
、
地
域

や
業
界
ご
と
の
相
場
も
み
え
て
き
ま
す
。

　

必
要
な
情
報
・
資
料
を
そ
ろ
え
、
支
給
原

資
の
検
討
や
査
定
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

64
㌻
で
は
、
今
冬
賞
与
の
支
給
相
場
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
採
用
内
定
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
次
年

度
の
採
用
準
備

　

採
用
内
定
者
は
、
入
社
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
を
抱
く
も
の
で
す
。
内
定
の
時
期
が

早
い
と
、
内
定
か
ら
入
社
ま
で
の
期
間
も
長

く
な
る
の
で
、
辞
退
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
き
め
細
か
な
気
配
り
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
来
春
新
卒
者
の
選
考
が
終
わ
れ

ば
、
次
年
度
の
採
用
計
画
を
立
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
採
用
人
員
を
検
討
し
、
採
用
方

法
、
告
知
を
行
な
う
媒
体
の
選
定
、
入
社
案

内
の
作
成
、
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
な

ど
を
進
め
ま
す
。

●
年
末
商
戦
に
向
け
た
人
材
の
確
保

　

年
末
商
戦
で
製
造
や
販
売
、
配
送
な
ど
に

臨
時
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
欠
か
せ
な

い
季
節
で
す
。
臨
時
の
従
業
員
が
必
要
と
な

る
企
業
は
、
要
員
計
画
を
立
て
て
早
め
に
募

集
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
人
材
不
足
は
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
確
保
・
補
充
に
は
迅

速
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
労
働
時
間
の
適
正
管
理

　

厚
生
労
働
省
は
毎
年
、「
勤
労
感
謝
の

日
」
が
あ
る
11
月
に
労
働
時
間
適
正
化
・
過

重
労
働
解
消
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の
防

止
、
賃
金
不
払
残
業
の
解
消
に
つ
い
て
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
る
周
知
・
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
長
時
間
労
働
等
に

関
す
る
情
報
受
付
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
、

監
督
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
で
過
重
労
働
に
な
っ
て
い
る
部

署
は
な
い
か
、
労
務
管
理
の
状
況
を
再
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
上
長
の
目
の
届
か
な

い
場
所
で
の
勤
務
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
、

思
わ
ぬ
長
時
間
労
働
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

会
社
と
し
て
は
、
労
働
時
間
を
管
理
す
る

だ
け
で
な
く
、
長
時
間
労
働
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
十
分
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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●
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
・
記
録
保
存

　

従
業
員
数
50
名
以
上
の
事
業
場
で
は
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
労
働
基
準
監
督

署
に
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
前
年
に
提
出

さ
れ
た
日
付
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

　

受
検
者
の
同
意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
の
記
録
は
、
５
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す
。
第
三
者
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う
、
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。

●
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行

　

こ
と
し
11
月
１
日
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

取
引
条
件
の
明
示
や
報
酬
支
払
い
に
関
す

る
規
定
な
ど
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
の
取
引
の
適

正
化
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
係
る
体
制

整
備
義
務
な
ど
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
就
業
環
境

の
整
備
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
な
の

で
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
年
賀
状
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
な
ど
の
準

備
・
手
配

　

２
０
２
５
年
用
の
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が

き
は
、
11
月
１
日
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
来
年
の
干
支
は
「
み
（
巳
）」
で
す
。

年
賀
状
の
文
案
や
デ
ザ
イ
ン
は
早
め
に
決
め

て
、
印
刷
な
ど
を
業
者
に
外
注
す
る
場
合
は

11
月
中
に
手
配
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
社
内
で
年
賀
状
を
作
成
・
印
刷
す

る
場
合
は
、
年
賀
は
が
き
の
送
付
先
リ
ス
ト

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お
く
と
、
後
々
の

名
簿
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

取
引
先
に
配
付
す
る
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
手
帳
な
ど
も
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
発
注

し
、
11
月
下
旬
に
は
営
業
担
当
者
に
手
渡
せ

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
歳
暮
の
手
配

　

歳
暮
を
贈
る
場
合
、
11
月
下
旬
に
は
発
注

し
、
12
月
上
旬
に
は
相
手
先
に
届
く
よ
う
手

配
し
ま
す
。

　

昨
年
の
歳
暮
と
こ
と
し
の
中
元
の
送
付

先
・
贈
答
品
一
覧
表
を
作
成
し
、
前
も
っ
て

各
部
署
に
回
覧
し
て
、
追
加
・
訂
正
と
ラ
ン

ク
付
け
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
参
考
に
何

を
贈
る
か
決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
暖
房
器
具
・
設
備
の
整
備
・
点
検

　

11
月
に
な
る
と
、
暖
房
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
暖
房
器
具
・
設
備
は
早
め
に
整

備
・
点
検
を
済
ま
せ
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ

う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
予
防
対
策

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
社
内
で
消
防
訓
練
を
実
施

し
て
、
消
火
器
の
設
置
状
況
や
操
作
方
法
の

確
認
、
緊
急
時
の
避
難
経
路
・
誘
導
方
法
な

ど
を
周
知
徹
底
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
消
防
庁
は
、
老
朽
化
消
火
器
対
策

と
し
て
、
長
期
間
使
用
し
て
お
ら
ず
腐
食
の

進
ん
だ
消
火
器
は
レ
バ
ー
を
操
作
し
な
い
、

消
火
器
を
廃
棄
す
る
際
は
、
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
階
段
や
出
入
口
周
辺
が
物
品

で
塞
が
れ
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
す
。
屋
外

の
段
ボ
ー
ル
な
ど
、
放
置
し
て
お
く
と
火
災

の
原
因
に
な
り
得
る
も
の
は
、
速
や
か
に
撤

去
し
ま
し
ょ
う
。

●
業
務
の
進
捗
の
チ
ェ
ッ
ク

　

年
末
年
始
を
控
え
、
何
か
と
気
忙
し
く
な

る
時
期
で
す
。
各
種
申
請
や
締
切
り
の
あ
る

事
項
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
早
め
に
業
務
計

画
を
立
て
、
モ
レ
や
ミ
ス
が
生
じ
な
い
よ
う

確
実
に
処
理
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

来
月
の
計
画
を
立
て
る
た
め
に

▽
年
末
調
整
事
務
が
あ
り
ま
す
（
増
刊
特
大

号
『
令
和
６
年
版　

年
末
調
整
の
進
め
方

と
令
和
７
年
の
税
務
・
保
険
事
務
の
手
引

き
』
を
参
照
）

▽
冬
季
賞
与
の
支
給
に
伴
う
社
会
・
労
働
保

険
料
、
所
得
税
の
控
除
事
務
が
あ
り
ま
す

▽
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）
第
３
期
分

の
納
期
で
す
（
市
町
村
に
よ
っ
て
納
期
が

異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
確
認
）
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◆首里城復興祭
日時：11月２日〜４日

場所：沖縄県那覇市

　琉球王朝時代の華やかな様子を再現す
る「琉球王朝絵巻行列」や、琉球国王が
首里城下の寺を参詣する行列を再現した
「古式行列」が見もの。
◆北海道ビジネス EXPO
日時：11月７日〜８日

場所：アクセスサッポロ

　IT ビジネス、ものづくり・電気・機
械ビジネスなど７つの展示ゾーンからな
る北海道最大級のビジネスイベント。

◆まつり起業祭八幡2024
日時：11月９日〜10日

場所：北九州市八幡東区

　1901年の官営八幡製鉄所の作業開始式
から始まった祭り。ステージショー、ハ
ワイアンフェスティバル、起業祭おどり
などが催される。
◆ビジネスマッチ東北2024
日時：11月14日

場所：夢メッセみやぎ

　東北地域の中小企業の販路拡大を目標
に、情報・IT、電気・機械、健康・福祉
など10分野にわたり企業が出展する。

◆第62回 あっけし牡蠣まつり
日時：11月16日〜17日

場所：北海道厚
あっけし

岸郡厚岸町

　厚岸では国内でも珍しく、年間を通し
て牡蠣を出荷している。その名産の牡蠣
をはじめ、さまざまな海の幸を炭火焼き
で楽しむことができる。
◆ NexTech Week 2024
日時：11月20日〜22日

場所：幕張メッセ

　AI・人工知能 EXPO、デジタル人材
育成支援 EXPO等最新技術を求める企
業と、企業の人材育成のための展示会。

民族の音楽　ケーリー・バンド
　アイルランドやスコットランドのケルト文化圏では、
長く冷え込む冬の夜、気の合う友人たちとケーリーを開
く。集いを意味するケーリーとは、音楽や物語、ダンス

を楽しむ社交場のことを意味する。フィドル（バイオリ
ン）やコンサーティーナ（六角形のアコーディオン）の
演奏に合わせて踊る。� （切絵・文＝前田尋）


